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刑事事実認定ガイド(令和2年12月）
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刑事裁判の理論と実務(中山善房判事退官
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実例刑事訴訟法Ⅲ(185
｢56情況証拠による立；

頁）
iFJ-合理的野いI

植村立郎判事退官記念論文集第1巻(349頁）
｢『合理的疑い客超える証明jについて」
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青林書院

立花書房

司法修習生向けに.事実浬定に関する思考
法や判断過程の説明方法について整理した
*‘のであるが.穀判官にとっても参考にな

論点ごとの論文集
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刑事事実認定重要判決50選上･下(第3版）

刑事事実認定の基本問題(第3版）

刑事事実認定一裁判例の総合的研究一(上)･(下）

植村立郎

木谷明

小林充･香城敏麿

立花書房

成文堂

判例タイムズ社

Jdリ平李斤vジ手癖←'G~ノl可~四＝串リジロ両j両孤Dq－一

き,裁判例を題材に,事実認定のポイントを
掘り下げた瞼文集｡事実腿定に悩んだとき
はまずは本書を紐解いて参考になりそうな
論文がないか探すのがよい｡本表の番号
12． 17－20～22も本密中の輪文の一つであ

本表の番号18, 23も本書中の瞼文の－つで
ある ｡

本表の番号14.25も本密中の輪文の一つで
ある．
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旧念論文集第2巻(249頁）
寺による窃盗犯人の認定』｣に関する－考察

刑事事実認定重要判決50選(第3
｢39間接事実としての盗品の近憎

仮)上(675頁）
#所持1

判例タイムズ241号(17頁）
事実認定の実証的研究
｢篭3回犯人と被告人の結びつき(その2) 1
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実認定一裁判例の総合的研究一(下)(81頁）

捜査研究64巻10号(2頁）
｢振り込め詐欺等特殊詐欺の受け子事案における故意及び共謀

警察学論集68巻11号(38罠
｢いわゆる受け子の故意に

）
對する捜査とその立証について」 ．

刑事事実認定重要判決50選(第3版)下(31頁）
Taa詮蝕罪1－鱗'十墨舗音一結碓註鹸の尋'十千I

平塚浩司

河本雅也

大阪刑事実務研究会

渡邉忠嗣･北島佐一郎

猪股正貴

加藤経将

高橋康明

立花書房

立花書房

判例タイムズ社

判例タイムズ社

東京法令出版

立花書房

立花書房

検察官執筆

検察官執筆
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事事実認定の基本問題(第3版)(419頁）
題物塞邪における故意の認定について」

察学論集68巻3号(42頁）
筬険ドラッグ事犯における故意に関する捜査とその立証」

平城文啓

鎌田隆志

成文堂

立花書房 検察官執壷
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※★印がついたものは特に重要と思われる文献である。
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刑事事実認定重要判決50選(第3版)下(207頁）
｢55薬物事犯における｢使用の認識1 1

刑事事実認定重要
｢26強制性交等罪

1決50選(第3版)上(463頁）
こおける｢被害者供述の信用件1 1

刑事事呂
｢73被：
ﾐ認定重要判決50選(第3版)下(507頁）
喜者供述の信用性I

沖j事事美認疋の全不同題(弟3版）（157貝）
｢共謹の塑壼ル坐IInl裡證I

小林充先生佐藤文哉先生古希祝賀刑事裁判論集上巻(198
頁） ．

刑事事
「什骨甘十
実認定一裁判例の総合的研究一(上)(341頁）
§同正犯」

判例タイムズ254号14頁
童牽量刃室の牽冒忙飴亜牽「童公同件置甘命号刃一ロ

科学的証拠とこれを用いた裁判の在り方

杉山愼治

遠藤邦彦

松田道別

朝山芳史

出田孝一

石井一正･片岡博

大阪刑事実務研究会

司法研修所

立花書房

立花書房

立花書房

成文堂

判例タイムズ社

判例タイムズ社

判例タイムズ社

法曹会 ’
牌学的証

陰際に読
延琶、し･J二季天錘に〃､IpJ哩巨'みつ

野べき文献

最近の参考裁判例

28
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最高裁平成30年7月13日第二小法廷判決
刑集72巻3号324頁

最高裁平成30年12月11日第三小法廷判決
刑集72巻6号672頁

最高裁平成30年12月14日第二小法廷判決
刑集72巻6号737頁

最高裁令和元年9月27日第二小法廷判決
刑集73巻4号47頁

最高裁令和3年1月29日第二小法廷判決
刑集75巻1号1頁

蔽告人を殺人及び窃盗の犯人と認めて有罪

とした第1審判決に事実誤麗があるとした原
判決に.刑訴法382条の解釈適用を誤った
一一ユ”圭ヂロ一』一ユ幸届Q

指示を愛けてマンションの空室に赴き詐欺の

被害者が送付した荷物を名宛人になりすま
して受け取るなどした者に詐欺罪の故意及
ぴ共膜があるとされた率例

詐砿の甑晉壱刀､垂1可した何初を啄租を堂け

て名宛人になりすまして自宅で受け取るなど
した者に詫欺罪の故意丑ぴ共謹がお馬上大

詐欺の被害者が送付した荷物を依頼を受け
て送付先のマンションに設置された宅配ボッ
クスから取り出して受領するなどした者に詐
鋤”ハ埜奔工タf弁骨廿ムf七ZL÷坐圭一壷侭I

目勤車を運転する予定の者に対し､ひそか

に睡眠導入剤を摂取させ運転を仕向けて交
通事故を引き起こさせ,事故の相手方に傷
害を負わせたという殺人未遂被告事件につ
いて.事故の相手方に対する殺意を鯉めた
第1審判決に事実誤潔があるとした原判決
に．刑訴法382釜の躍釈滴国存零つ"謹禁


